
猛暑がクマガイソウにダメージか？ 

佐倉里山自然公園内の民有地のクマガイソウ保護活動を始めて 10年を超えました。 

当初は薄暗い竹林に 10本ほどが小さな葉をつけているだけで、花は１輪も咲いていなかったのですが、 

ボランティアの仲間と竹の間引きを毎年して林内照度改善に努めたところ今年は 467輪咲きました。 

開花前から竹林内を覗いて蕾のふくらみ具合を確かめに来る人が何人もいて、花を楽しみにしている方が多い

のが分かります。今年は 4月 10日から一般公開を開始、4月 13日に早咲きの株が開花、その後 19日には

林内満開になりました。自らは特に宣伝はしなくても、インターネット上に開花情報が飛び交っているらし

く、遠方からも見に来る人がいますから当番を配して、名前の由来、絶滅危惧に至った理由、保護のいきさ

つ、遺伝子の多様性、受粉と発芽の不思議など資料に基づき解説しています。案内したのは 582名です。 

（4/23 竹林内に咲き揃ったクマガイソウ） （資料片手の案内役も質問攻めに熱が入る） 

（今年はサイズ違いの花が混じる ） （一貫した増加傾向が頭打ちになった） 

毎年見に来ている人も、初めて来た人も一様に口にするのは豪華に咲き揃った花の美しさ、整備された竹林の

美しさです。皆さんは喜び、感心しておられますが、保護の当事者としては手放しで喜べない状況です。 

気がかりな点の１つは奇形とも思える小さな花が群落の中に散見されることです。 

もう 1点はこれまで順調に増加してきた開花数が頭打ちで、今年は微増に留まった事です。 

別団体の保護地では何割か減少してしまったとの話を聞きましたから、それに比べれば減少しなかっただけで

も良かったと思うべきか？ 昨年夏の異常気象がクマガイソウの夏越しに悪影響を与えたか、古株が過密かも

知れません。今年の夏はどうなるか色々気がかりです。  

さくら花の里プロジェクト代表  坂本 文雄 
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桜の樹の下には 

森でかかり木になった高さ１３メートルのエゴノキを伐倒した。ロープで引き始めると枝が傾き始

め、エゴノキの洞に溜まった雨水が樹皮を伝って流れ出した。その筋があたかも涙を流すように見え

て、思わずロープを引く手が止まった。 

動かない樹木が生きているように涙を流し、悲しそうな様子が気になった。そして思い出したのは

「桜の樹の下には屍体が埋まっている」で始まる梶井基次郎の『桜の樹の下には』です。 

～目を背けたくなるような死の対極にある美は死せる者から養分を吸い上げて咲き誇る。～ 桜の花

が美しいのは樹の下に屍体が埋まっていて、その腐乱した液を桜の花が吸っているからだというのであ

る。最初に読んだ１０代のころ満開の桜の樹の下に本当に埋まっているのか？と、不吉なことを言う作

家もいるものだ。桜の季節になると憂鬱な気分が張り詰めて、ずっと頭を悩ましていた。 

「桜が美しく咲くなんておかしいでしょ！」と、物事を斜に見るところから来たものだと気づいたの

はあとになってから。屍体から沸いたウジから出る液体を吸い上げて栄養にしているから、だから桜は

あんなに美しいと、「ひねくれてる」表現だとは思ったが、納得はしなかった。 

同じ頃活躍した横光利一の『蠅』は乗り合い馬車が谷に落ちていく場面で終わる短編。『春は馬車に

乗って』という作品もあるが、『蠅』はずっとアバンギャルドで衝撃的な作品だ。 

『蠅』には蠅の視点で物語を描いているところが特徴で、～馬車がようやく出発し、峠の頂点に差し

掛かり、曲がり角で車輪が一つ道から外れたとその瞬間、馬車は崖の下に落ちていきました。蠅は飛び

上がって落ちていきました。蠅は飛び上がって落ちていく馬の腹を見ました。それを見届けた蠅は悠々

と大空に飛び去って行きました。～ 

映画の影響を強く受けている作品と言われている。この頃起こっている芸術運動はダダイズム。第一

次世界大戦に対する抵抗やそれによってもたらされたニヒリズムを根底に持っている。無常観といって

もよいかもしれない。 

桜の木の下には屍体は埋まっていないことが分かった時は安心した。 

というのは、この頃の作家たちはニヒル、ひねくれといった独特の雰囲気を持った人たちだからだ。 

森には物事を隠す効果もあり、だからこそ、処理しきれない廃棄物が投棄される。不法投棄に限ら

ず、秘密組織の活動、戦争中の抵抗運動の拠点

や非合法の活動などに利用された過去もある。

魑魅魍魎や妖怪の跋扈なども森の中のことだ。 

イギリスの童話では妖精が森の中を住処とし

ている設定だ。 森は魔法や奇跡が息づく特別な

世界として描かれている。 

森から出たサクラがこんなにもてはやされて

いる。他の種からはどう見られているのか、梶

井基次郎の気持ちも少しわかるような気がす

る。（松戸市 藤田  隆） 

松月 
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希少種植物を訪ねて 

１ 憧れのオキナグサ 
1-1 オキナグサ

オキナグサは、環境省レッドリストでは絶滅

危惧Ⅱ類に、千葉県ではA ランク最重要保護生 

物に指定されています。 

千葉県レッドデータブック 2023によれば、

県内では印西市などに限られており、「千葉県

の自然誌本編５千葉県の植物２」によれば、

1950年代には、「茂原-八積湿原」での記録も

あったそうです。 

本来、山地の日当たりのよい草原や河川の堤 

防、砂礫の多い河原などが生育地だそうです。 

右写真は、先日 4月 21日に訪れた、長野県 

内の標高 1,300m ほどの山で見られたものです。 

当日お会いした現地で保全活動に加わっている方のお話では、地元の方が、別の某所からこの場所に

移植、保護したとのこと。何故このような場所（環境）に？と感じていましたが、そう言うことだった

のです。そして驚いたことに、毎年盗掘が発生していて、個体数が減ってしまったとのことでした。関

連サイトでも、そのような内容の記事が複数見つかります。 

そもそもは、そろそろ今年も山に行こうと考え、色々調べているうちに、この山の記事を見つけまし

た。しかし不思議に思うのは、この山とオキナグサがセットになって関連サイトで紹介されていて、多

くの登山者（筆者も）が訪れ、また大手のツアー会社のツアー商品にもなっていることです。保護して

地域おこしにつなげようとする(？)地元の方々、それを商業ベースで扱う登山関連企業、そして盗掘者。

更に、登山関連企業が運営するサイトを見てそこを訪れ、盗掘で減っていると嘆く登山者の記事。何と

もおかしなサイクル(？)に陥っているようです。 

なお、本投稿では、この記事が当会のHPに掲載され、社会に広く拡散されるかも知れないことを想

定して、具体的な場所名は記載しないことにしました。 

1-2 保護、保全、それとも・・・（客寄せパンダ）？

地元の方々の地域おこしの熱意と考えれば、決して批判するべきものではありませんが、（お化け）ミ

ズバショウや（お化け）フクジュソウも見られました。地元のそれぞれ別の方にお尋ねしたところ、そ

れぞれが別の地域から移植されたものだそうです。千葉市内の某所でもミズバショウが見られます。遠

い昔、確か箱根でもミズバショウを見たことがありました。色々な考え方があるようです。 

1-3 巡り合えた仲間たち

カタクリが、登山口（標高約 800ｍ）から山頂付近（標高約 1,300ｍ）まで、ほぼ全域で見られま

した。また、多くのスミレ類とともに、イワウチワ（標高 1,100m付近）やネコノメソウの仲間、ちょ

っと変わったところではシダの仲間のマンネンスギに初めて対面することができました。 

オキナグサ 070421 長野県某所

イワウチワ ニッコウネコノメソウ マンネンスギ
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２ 幻の(？)ヒカゲツツジ 
2-1 ヒカゲツツジ

希少種を訪ねる梯子登山の 2日目は、山梨県上野原市の坪山（標高 1,102ｍ）でした。

移動途中の運転席から眺める春の山肌の美しさに、ついついキョロキョロとしてしまいました。芽吹

きの淡い緑、ヤマザクラの淡いピンク色、場所によってはそれにミツバツツジが加わって、さらに、千

葉県とは違って平面的ではなく、遥かに仰ぎ見る高みまで続くそれら。本当にきれいでした（左下写真）。 

ヒカゲツツジ（右下写真）は、千葉県ではＢランクに指定されています。「千葉県の自然誌本編５千葉

県の植物２」によれば、清和県民の森など房総におけるヒカゲツツジを含む植生は、植物社会学的には

「ヒカゲツツジ-ヒメコマツ群集」に分類されるそうです。坪山でも、地形はやせ細って急な岩混じりの

尾根で、高木のアカマツやツガとともに、ミツバツツジ、アセビ、ネジキと思われるツツジ科の低木が

多く見られました。ただし、ヒメコマツは確認できませんでした。 

かつて清和県民の森に勤務していた頃、3月の終わり頃でしたか、現在は廃道となってしまった急傾

斜地の遊歩道を点検しながら、ヒカゲツツジの淡い黄色の花を眺めたような記憶があります。そして、

いつの間にか幻の存在に・・・。 

2-2 巡り合えた仲間たち

尾根筋（標高 1,000m 付近）ではイワカガミの葉が見られましたが、花はこれからのようでした。

樹林内で見かけたのは、ヒトツバテンナンショウ（左下写真）で、千葉県内では見られないものと思

います。ナガバノスミレサイシンと思われる葉、イカリソウの葉も確認できました。 

沢筋の「せせらぎの小径(？)」で見かけたヨゴレネコノメ（真中写真）、ヨゴレとはちょっとかわいそ

うな命名。なかなか渋い色合いで個性的です。イチリンソウやニリンソウも確認できました。 

2-3 オマケの話題

登山口の「びりゅう館」は、直売所と食堂、集会室を併せた施設です。コゴミを売っていたので、久々

に食べたいと購入しました。が、妙に緑色が濃い。帰宅後おひたしにして夕食のおかずにしました（右

下写真）。独特の食感と言いたいところ、デ・ス・ガ、固かったです。濃い緑色は要注意です。 

（記：茂原市 望月力智） 
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